
部活動地域移行 関係者アンケート集計結果 

R4.11.4 

野々市市 持続可能な体制づくり 

検討組織委員会 

 

【対 象】 ①野々市中・布水中 １年生全生徒（回答数：462名 回答率：88.3％） 

②野々市中・布水中 部活動顧問を務める教員（回答数：62名 回答率：76.5％） 

③市体協・市スポ少・市音文協 各団体代表及び構成員 

  （回答団体数：38団体・のべ83名 全団体の回答率：63.3％） 

④野々市中・布水中 １年生保護者 （回答数：340名 回答率：65.0％） 

 

【実施日】 ①令和４年９月27日～９月30日 

  ②令和４年９月22日～９月30日 

  ③令和４年10月７日～ （※金沢工業大学は今後実施予定） 

  ④令和４年９月29日～10月24日 

 ※４段階評価による回答。枠内の数値は「とても～」「よい」等の肯定的回答を合算した値。（％） 

項目 質問概要 
回答対象 

①生徒 ②教員 ③団体・機関 ④保護者 

意義 

熱意 ８８．７ 
   

加入目的 ※後述1 
   

便益 ※後述2 
   

活動・指導目的 
 

※後述3 
 

※後述３ 
        

理念 
サステナブル ９７．６ ９１．０ １００．０ ９７．９ 

ウェルビーイング ９５．０ ９５．６ １００．０ ９９．４ 
        

課題 現状と将来的課題 
  

※後述４ 
         

是非 土日の地域移行 ７７．３ ８０．６ ７６．６ ８４．４ 
        

参加ニーズ 

参加意志 ７６．２ 
  

９２．８ 

兼職兼業 
 

※後述５ 
  

連携可能部活動 
  

※後述６ 
         

在り方 
２中学校合同 ７５．３ ７１．６ ８７．７ ８５．０ 

所属外参加 ７７．２ ８７．６ ８１．３ ８３．５ 
        

費用 

会費 
   

平均１,４４７円 

指導者謝金 
  

平均１,６９１円 
部後援会費の額 

現状維持７７．９ 

保険 
  

７２．９ ６８．２ 
        

連絡・連携 
ICT活用 

  
９７．６ ９４．７ 

施設利用 
  

８７．７ ９２．６ 
        

大会 
全中エントリー ７８．０ 

 
８０．３ ８８．３ 

教員引率軽減 
 

９５．５ ８１．５ ８０．９ 



 

【詳細について】 

 

※１ 生徒 Ｑ５「加入目的」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２ 生徒 Ｑ６「便益」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたが、現在所属している部活動に加入した“目的（理由）”について、自分の考えと最も近い

ものを「３つだけ」選んでください。（※３つまで選択可能） 

①上達したい ･･･６５．６％ 
②楽しみたい ･･･５９．７％ 

あなたが、中学校で現在の部活動に入ってから、自分の中でよい変化が起こったと感じることにつ

いて、自分の考えと最も近いものを「３つだけ」選んでください。（※３つまで選択可能） 

①新しい友達  ･･･５２．８％ 
②技術の向上  ･･･４７．６％ 
③体力の向上  ･･･４６．５％ 
④お手本の先輩 ･･･３９．０％ 



 

※３ 教員 Ｑ５「活動・指導目的」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※４ 保護者 Ｑ６「活動・指導目的」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※４ 各団体 Ｑ７「現状と将来的課題」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校部活動の存在意義や、部活動を通じて身に付けさせたい資質・能力について、ご自身の考え

と最も近いもの「３つだけ」選んでください。（※３つまで選択可能） 

①協調性・社会性･･･８５．１％ 
②自主性・自律性･･･５３．７％ 
③体力・生活習慣･･･４７．８％ 

①協調性・社会性･･･７０．６％ 
②体力・生活習慣･･･５８．２％ 
③自主性・自律性･･･４６．２％ 

保護者 

教員 

あなたが所属しているスポーツ・音楽文化活動団体において、現在あるいは将来的なものとして抱

えている課題等について、ご自身の考えと最も近いものを「３つまで」選んでください。（※３つ

まで選択可能） 

①構成員（選手・メンバー）の不足 
         ･･･７２．８％ 

②指導者・後継者人材の不足 
         ･･･４９．４％ 

③活動場所・施設の確保 
         ･･･２９．６％ 



 

教員 Ｑ７「兼職兼業」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６ 関係者 Ｑ３「連携可能部活動」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国の提言では「地域部活動での指導に従事することを希望する公立学校の教師等については、本来

業務への影響が生じないことや、労働時間等の条件が整えば、“兼職兼業”の許可を得た上で、地

域部活動の運営主体の下で報酬を得ての従事が可能となる」とされていますが、このことについ

て、ご自身の考え方に最も近いものを１つ選んでください。 

関心がない 

18.0％ 

乗り気ではない 

31.1％ 

考えてみたい

32.8％ 
希望したい 

18.0％ 

【参考：Ｒ３年度】 

関心がない 

17.9％ 

乗り気ではない 

28.4％ 

考えてみたい

32.8％ 
希望したい 

20.9％ 兼職兼業による休日の部活動
指導の意見はほぼ半々。 
昨年度とほぼ同じ数値。 

現時点で、市内の２つの中学校に設置されており、今後も土日の活動が見込まれる次の 16 種類の

部活動の中で、あなたが活動されている団体と、今後の連携が見込めるのではないかと思われるも

のを選んでください。（複数回答可） 

回答済の団体については、 
総じて将来的には「あり」。 
12月の研修会終了後に 
踏み込んだ調査を行う予定。 


